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事務局よりのおねがい 

1. 会費納入のお 願い 
学会の会計が 諸物価の値上り ，会費滞納などのため 大変苦しくなっていまず。 会 
費の納入に御協力下さい。 会費は同封赤色振替用紙にてお 払い込み下さい。 念のた 

め，年間会費は 6,000 円です。 

加入者名 日本発生生物学会 口座番号 東京 0 一 8 1 6 5 1 

2. 現在 DGD の基金を募集中です ( サーキュラ ー No.22 参照 ) 
1  口 1.000 円 (1 人何等でも 可 ) 
払込先 郵便振替 東京 0 一 8 1 6 5 1  日本発生生物学会 

( 振替用紙の裏 面に "DGD 基金 " と記入して下さい ) 

3.  サーキ，ラ ー への投稿おねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のこと ( たとえ 

ば，意見の交流を 求める話題の 提供， ト " ピクス の紹介，国際会議の 様子，など ). 
研究室の紹介，学会への 意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿して 下さ 

い。 

なお，原稿は 事務局庶務幹事あ て， お 送り下されば ，幸いです 0 

  賛助会員 
  

合資会社 木下理化器製作所 

  
〒 460  名古屋市中区千代田 5-22 一 11 
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1. 第は回総会報告 

総会は 6 月 29 日午後 1 時，札幌市教育文化会館で 行なわれた。 議長は双田靖男瓦 ( 東大・ 理   

植 ), 出席者は 55 名。 主な審議報告は 次の通り。 

1. 今年度学会活動報告が 事務局ょり加藤淑 裕 幹事長， DGD 編集局 よ り岡田節人主幹によっ 

て 行なわれた。 

2. 53 年度決算報告 ( 別表 ) が山崎君江会計幹事によって 行なわれ，茅野春雄，八杉貞雄画会 

計 監査員から，帳 簿を監査の結果，適正であ ったことが報告され ，承認された。 

3. R4 年度予算 C 別表 ) について山崎君江会計幹事ょり 説明され，承認された。 

4. 10 年目の反省について 岡田節人会長により 報告及び提案がなされた。 江口吾朗氏に よ る 

" 日本発生生物学会発足 10 年目の反省に 基づく学会への 提言 "  ( イソフォメーシ ， ソ サーキ，ラ 

ー 特別号 1979 年 5 月，およびサーキ ，ラ ー № 30. 1978 年 7 月 p,3-4) に立脚して， 日本発生生物 

学会会則中の「付則・ 申し合わせ事項 2 」として以下の 条項を加える 件が運営委員会の 議をへて 

会長より提案された。 「日本発生生物学会発足 10 年目の反省に 基づき，会長は ，上記の選出方法 

によって選出された 委員以外に， 3 名以内の委員を 別 E 委嘱することができる」この 提案につい 

て，討議ののち ，賛成 :51, 反対 : 0 ，保留 : 4 により可決。 この提案の基礎は ，上述の「学会 

への提言」中の (1-1) 運営委員会の 改組について ，の趣旨による 処置であ り，それに沿っての 適 

助 な実施が出席者から 要望され，会長はこれを 諒承した。 会長から「学会への 提言」に述べられ 

た (1-1) 以外の件については ，早急な実行は 不可能であ るが，いくらかの 項目のそれぞれについ 

ては，コンサルタントを 依頼しながら 実現の可能性について 検討したい旨の 発言があ った。 

昭和 R3 年度決算報告 
(53. 12. 31) 

  入 支 出 

  

前年度繰越金 3,297,857 円 

学 会 費 3,054,900 

DRD 売上げ 3,272,280 

広 告 代 146,000 

単行木売上げ lr490 ， 330 

文部省助成金 1,930 ， 000 

DGD 充実のための 基金 26,000 

賛助会費 100,000 

第 10 回大会よりの 寄付金 150,000 

講演要旨・名簿売上げ 代金 4r340 

銀行利息 38r003 

京都大学編集局より 移管 1,588 

百軸 -- [ 13,511,248     

編集局経費 2,444,909 円 

DGD 印刷費 5,118,050 

Vol. lg N0. 4 
内訳   Vol ， 20@No ・ 1,083,600 4,034,450   

事務局経費 808,850 

第 11 回大会講演要旨印刷費 486,700 

サ - キュラ - 印刷費 120,000 

運営委員会経費 128,770 

第 12 回大会援助 費 70,000 

単行本諸経費 ( 変態の生物学 )  758,210 

傍七 / ヘ 花 12,000 

選挙のための 費用 112,300 

名簿印刷費 100,000 

銀行手数料 3,850 

郵便手数料 38,020 

次年度繰越金 3.309,589 

13,511,248 

一 1 一 



昭和解年度予算 
(54.  6.  29) 

収 入 支 出 

前年度繰越金 3,309,589 円 編集局経費 2,720 ， 000 円 

学 会 費 3.200.000 DGD 印刷製本 費 5,600 ， 000 

DGD 売上げ 3 『 000 ， 000 事務局経費 1,000 ， 000 

広 告 代 150,000 第 12 回大会講演要旨 集 730,000 

学行木売上げ 1,500 ， 000 サ - キュラ - 印刷費 150,000 

文部省助成金 2,420 ， 000 運営委員会経費 300,000 

DGD 充実のための 基金 50,000 第 13 回大会援助金 200,000 

賛助会費 150,000 学行木諸経費 800,000 

銀行利息 40,000 郵便振替手数料 40,000 

銀行手数料 5,000 

予 備 費 100,000 

DGD 充実のための 基金 2,174,589 

" @ - - 甘 日什 13,819.589   13,819,589 

5. 将来計画について ，学会事務の 一部を学会事務 セ ソタ一に委託し ，昭和 55 年度予算案から 

その実施をもりこみたい 旨 ，運営委員会の 議を経て，会長から 提言され，諒承された。 

6. 昭和 R5 年度の第 13 回大会は，広島にて 開催したい旨，会長より 発言。 出席の天野実氏 ( 広 

大 ・総合科学 ) より前向きに 検討するとの 発言があ った。 なお，この件については ，その後， 菅 

辞義信 氏 ( 広大・歯学部 ) が中心となり ，天野氏と協力しつつ 昭和 55 年 6 月 20 ( 金 ), 21 ( 土 ), 

22 ( 日 ) の 3 日間，広島にて 開催予定との 返答が会長蛇 に 寄せられた。 なお，大会の 実施のあ り 

方 について出席者より ，有益な発言があ った。 

  

  

  

2.  第 21 回運営委員会報 き 

第 21 回運営委員会が 6 月 26 日 ( 火 ), 札幌市教育文化館で 開催された。 

出席者 : 岡田会長，天野，石崎，片桐，加藤，金谷，黒田，塩川，樋渡，毛利，米田 ( 以上達 

営 委員 ), 原田 ( 大会開催地代表 ), 茅野，八杉 ( 会計監査員 ), 椙山 ( 会員，学術会議評議委員 ) 

山崎，田中 ( 事務局 ) 。 

報告，審議事項は 総会の項と重複するので 割愛する。 

3.  第 12 回大会委員会から 

Ⅰ 大会は 6 月 27 ～ 29 日に直って札幌で 予定通り日程が 消化されました。 会員，とりわけ 大会 

参加の皆様のご 協力に感謝いたしております。 

Ⅱ 一般講演 103 件 (2 会場 ) 。 

ワークシ， ップ 2 件 (2 会場 ) 。 

特別講演 1 件 ( 鈴木義昭会員 ) 。 

一 2 一 



総 会 : 約 50 名参加 0 

懇親会 : 正式参加者 119 名 ( ほかに特別参加者，招待者など 多数 ) 。 老若それぞれの 参加者 

の方々からご 挨拶があ りました。 

Ⅲ 一般講演の演題は 大筋において 例年の よう であ りましたが，発生遺伝学 ( 遺伝発生学 ) へ 

の 指向が目立ったと 申せましょう。 若い研究者の 講演や参加が 今回も増えておりました。 また， 

比較的若い方々に 座長をお願いいたしましたが ，好い結果であ った             と 大方の感想であ りまし 

た   

Ⅳ 講演要旨集の 残部があ ります。 ￥ 1,000 円 +300 円 ( 送料 ) です。 郵便振替小樽 4058 日本 

  

  

発生生物学会第 12 回大会準備委員会。 以 上 

1 9 7 9 年 7 月 第 12 回大会委員会 

4.  DGD 編集委員会報告 

昭和 54 年 6 月 16 日，京都市左京区東大会館にて 開催。 出席者 : 岡田 ( 盤古 ), 加藤，金谷，古 

谷，山名各委員，岡田 ( 節人 ) 主幹，天野幹事，鳥山主幹秘書 0 

1)  主幹，幹事より 現状を報告。 1979 年に入ってから 6 月 15 日現在まで寄稿された 論文数は 38 

篇。 Vol.21, No 回は 6 月中に印刷 E 回付する。 年 6 回の刊行は順調に 行なわれる見込み。 なお 

nGD の配布数は今年 5 月をもって 1,000 部を越えた。 

2)  団 ジーン委員逝去後の 編集委員の欠員について ， 団勝麿氏 に依頼したい 旨，主幹より 報告 

し 諒承された。 

3) 金谷委員より ， 団 亡子記俳論文時の 刊行についての 計画の進行状況につぎ 説明。 

4)  DGD の印刷体裁の 一部を改正する 試みについて 討論。 天野幹事がいくらかのサンプルを 

製作し，委員の 検討を経て Vol.22 から実施したい 計画であ る。 

5) 幸にして DGm は寄稿論文教，購読者数共に ，なお上昇の 状態にあ り，将来予測される 状 

況 について論議した。 現在，特に具体的な 処置をとる必要はないと 思われるが， a) 第 2 編集オ 

フィスの設置， b) 出版の業者委託 ( これは，学会 m0 年目の反省に 基づく提言，サーキ、 ラ ー 特 

別号参考とも 関係があ る ) などについて ，将来問題として ，一応の考慮を 払う必要があ るかもし 

れない。 岡田節人 ( 東大・ 理 ) 記 

5. 山田科学振興財団への 推薦について 

今年度も日本発生生物学会は ，山田科学振興財団ょり ，研究援助候補の 推薦を依頼されまし 

た。 学会内の推薦は 以下の手順で 行なわれます。 

1. 申請 :54 年 9 月 30 日までに書類を 事務局 宛 郵送 

2. 学会内審査 :54 年 10 月上旬 

3.  推薦 :54 年 10 月中旬 

一 3 一 



申請に必要な 用紙は事務局にあ ります。 必要な方にはお 送り致します。 推薦要領は次の 通りで 

す 0 

昭和 54 年度 

山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

1,  援助の趣旨 

奉財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人又はバルー 

プに 対し援助します 0 
  

2. 援助の金額及び 期間 

イ 金 額 総額 1 億 2 千万円以内 

1 件につぎ 1 千万円前後 2 千万円以内の 援助 (A) 及び 1 件につき 3 百万円前 

後， 5 百万円以内の 援助 CB) を併せて 10 数件 

ロ 期 間 1 年を原則とします。 研究の継続を 必要とする場合は ，毎年提出された 推薦 書 

に 基づき選考します。 

3. 推薦方法 

イ 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の代表者 

口 推薦件数 1 推薦者ごとに (A), (B) おのおの 件 

ハ 推薦手続推薦者は ，所定の用紙又はその 写しに必要事項を 記入し，関連主要職文一覧表 

を添え， 5 部 ご 送付願います。 なお，関連主要韻文 05 ちから 3 種をえらび， 

その別刷もしくは 写しを 各 執友ごとに 4 部ずっ ご 送付願います。 

4. 推薦締切期日 

本 財団への推薦 書 が到着する締切期日は 昭和 54 年 10 月 27 日 ( 土 ) です。 

5. 選考方法 

選考委員会において 選考の うえ ，理事会が決定します。 

選考委員 ( 敬称略 )  上田 良二 岡田 善雄 岡村誠三 音 在 清輝 金谷晴夫 

川村 肇 近藤文治 鈴木友二 関 葉二 高村仁一 

殿村 雄治 水 官 健夫 竿石 修 早川 幸男 平田 義正 

古谷 雅樹 三井 利夫 

6. 選考結果の通知 

昭和 55 年 3 月末造 に 推薦者及び代表研究者等にあ てて通知します。 

ァ ． 援助金の贈呈 

昭和 R.M 年 4 月以降 

8. 推薦 書 送付先及び連絡先 

財団法人 山田科学振興財団 (Yamada  Science  Foundati0n) 

〒 544 大阪市生野区 巽西 n 丁目 8 番 1 号 ロート製薬株式会社内 

電話 大阪 (06)  758 局 1231  口 一ト 製薬株式会社畔田 
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付 

イ 援助金の使途を 変更する場合には ，予め 木 財団の承諾を 得て下さい。 

p  援助金から支出することのできない 経費は，文部省科学研究費の 場合に準じます。 

ハ 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ，研究経過，研究成果又は 会計について 報告書の提 

出 又は発表を求めます。 

ニ 研究成果を文書によって 発表される際には ， 本 財団 ( 財団法人山田科学振興財団， Yama. 

da Science Foundation) の援助による 旨を記載し， 報 文の類いにあ ってはその別刷 10 部， 

また著書の類いにあ ってはその 3 部をご寄贈願います。 

ホ ご 提出いただきました 推薦書及び添付資料は ，お 返しいたしません。 

6.  日本学術会議第 12 期会員選挙について 

日本学術会議中央選挙管理会ょり 依頼を受げましたので ，以下の文を 掲載致します。 

日本学術会議第 12 期会員選挙について 

日本学術会議中央選挙管理会 

昭和 55 年 nl 月には， 3 年に一度の日本学術会議会員選挙が 行われます。 

この選挙は，会員を 選挙する方も ，会員に選挙される 方も有権 者でなけれ ば なりませんので ， 

次のことに抑留意ください。 

㈹ 新たに有権 者としての登録を 希望する方は ，登録用 力 - ドを 早めに提出してください。 

(2) 引き続き有権 者の方は住所，勤務機関，勤務地等登録カード 記載事項に変更があ った場合 

は ，すみやかに 異動届を提出してください。 

以上について 不明の点があ りましたら，下記にお 問い合せください。 

〒 106 東京都港区六本木 7-22-34  日本学術会議会員選挙管理事務室 03-403-6291 

7.  "Cell 口 neage, Stem  Cell and Cel@ De モ ermina 伺 on") 

(@ternat め n 引 Workshop) に出席して 

近年，主として Droso タカ ila を材料として 展開しつつあ る，形態パターソの 成立などを中心と 

した発生遺伝学的研究は ，発生研究の 新しい視点を 確立しつつあ る。 考え方としては 全く同じ 士 

壌から育ってきた ，哺乳類の発生についての 研究の進歩もめざましい。 一方，血液細胞，神経細 

胞などを中心として 分化に体な う 細胞レベルでの 決定の問題，新しく 見直されつつあ る Cell li. 

neage の問題なども 大きな注目を 集めている。 これらの研究の 行方には， " 生化学的 " 分子発生 

学 のさらに次の 時代の発生研究の 中心をなすであ ろう何物かのあ ることが予感される。 このよ う 

な 予感にもとづいて ，関連の現役研究者が 一堂に会する ，という貴重な 機会がこのシソポジ ゥム 

であ ったが， ホステスとして 会の中心的な 役割を演じた Le Douanin 女史の非常な 声望もあ っ 

て ，世界各国から 第一線研究者の 集まった高レベルの 集会となった。 
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シソポジウムには ，発生学において 高名な LeDouarmn ( フラ ソス ， Nogen,Sur.Marne 発生学 

研究所所長 ) と Monroy ( イタリ ロ ナポリ臨海実験所所長 ) が企画し，これを ，かの高名な 分 

子 生物学者であ る Jo ㏄ b ( フラ ソス ，ハス ツ 一 ル所 ) と ，免疫学の権 威者であ る Melchers ( スイ 

ス ，バーゼル免疫学研究所 ), 遺伝学の Gehring ( スイス， バーゼル Biozentrum) がコソサル 

タントとなり ，財政的には ョ 一ロ ", 。 分子生物学連合 CEMBO) と " 立場的 " に国際発生生物 

  

学会が支援した。 いささか俗物的な 見方ではあ るが，これらの 顔 ぶれが現在の 発生の研究のあ り 

方がいかようなものであ るべきかを，誠に よ く象徴している よ うに私には思えた。 

会場は，パリからかなり 離れた，歴史豊かなロアール 河地方の Seillac と呼ぶシャト 一を借 切 

って 5 月 20 日から 23 日まで 4 日間行なわれた 0  「午後 1 時から 4 時までは， Session はあ りませ 

んから，この 風光明媚の地を 散策するなり ，シャト一内の 庭園に設げられたテニスコート ，プー 

ルを ぞ ん分にご使用下さい」という 案内があ って，大いに 楽しみにしていたが ，出席者一同の 勉 

強 熱心のあ まりに， Session が次から次へと 延長され，その 方の時間は予定ほどにはとれなかっ 

たのは，折角の 土地柄だげに 残俳といえば 残俳であ った。 

4 日間にわたっで 38 題の招待講演者による 話題の提供があ り，それぞれについてのさかんな 討 

論 が展開されたわけだが ，それらの 1 つ 1 つ については，当然のことながらここで 述べるスペー 

ス はないし，この 小文を寄稿している 私の本意でもない。 幸に，これらの 話題の全部が ，近日中 

に，このシソポジ ゥムと 同じ題名を冠して Elsevjer 出版から刊行されるので ，興味をもたれる 

方々の一読をお 願いする次第であ る。 この種の会議の 記録の集成としては ， 惨 らしいことに 招待 

者の殆んど全部が ， 予めの約束をよく 守って原稿を 当日までに持参していたよ う であ る。 

この会は，いわば 現在の細胞分化の 研究の次に来るものとしての ，細胞の分化決定過程の 研究 

のあ り方を模索しょうとしたものともいえよう。 この新しいテーマ   じつほ ，細胞分化よりさ 
らに古くからあ った問題への 新しい立場からの 回帰になっているのだが   の研究に当って ，ど 
のような研究 糸が 有効であ ろうか ?  なにがしかの 糸口を求めよ 5 として，現在の 試みられてい 

るところをともかく 開陳してみよう ，という企画は 十二分に成功したと 思われるし，私にとって 

は 頗る充実した 4 日間であ った。 開陳されたところは ，もちろん多岐にわたっている。 最も古く 

から発生研究に 用いられている 海産無脊椎動物の 初期 胚 (Monroy は ，固 まりなが最近ナポリで 

行なった研究について 言及した ) に初重り， Droso タ施ぬ Ne 移折 0 乙があ り，血液細胞，テラ ト 

カルシノ - マを経て，私自身の 網膜細胞を含めて ，神経細胞の 問題に至っている。 

個々の研究の 紹介のスペースはないとしても ， " どのようなたぐい " の研究者がこの ょう な 研 

究に従事しているかを 報告しておくことは ，意味があ るように思われる。 もちろん " いわゆる " 

分子生物学者 ( であ った 人 ?) の貢献は絶大な 刺激となっている。 ついこの間まで ，大腸菌を使 

って， ERNA 合成かなにかで 有名であ った ( と聞かされた ) 人々が ， 今はサカナかなにかの 神 

経系の発生を 研究しているケ - スは， いわば日常のことなのだ。 興味深いことは ， この人たち 

は ，転向後はけっして " 生化学的 " 分子生物学の 技術をよりどころとせず ，きれいさっぱりと そ 

れを忘れ去ったかの 如く，アイデアだけを 過去の経験から 継承して，全く 新しい研究の 現場にあ 

一 6 一 



  

たっていることであ る。 ( わが国では，この 道をとった代表的な 研究者として ，例えば遺伝研の 

杉山 勉 があ る ) 。 今回，私にとって 目新しかったのは ，ファージも 大腸菌もさわったことがなく ， 

DNA 抽出の技術的経験もろくにはなく ， Droso 少ん i1 は 0 卵かなにかを 観察し， それを使って 実 

験している若い 研究者が「分子生物学」と 名を冠する研究機関に 輩出していることであ った。 彼 

らは分子生物学者と 呼 は れているのか ，発生生物学者と 呼 は れているのかは 知らない。 多分，そ 

んなことはどうでもよいことなのだろう 0 

一方 " 昔からの " 発生学の研究者も ，データの客観性を 保証できるだけの ，しっかりした 技術 

があ り，一定の計画をもって 着実に研究を 続ける場合，その 株価は大いに 上昇しているのであ 

る。 その頂点に，ウズラ ー ニワトリ間のキメラ 製作技術による 血液細胞や，神経 冠 の細胞の分化 

に 巨大な貢献を 行ないつつあ る LeDouarmn とそのグループの 研究があ る。 かくして，発生生物 

学の研究について ，今までになかった 新しいスタイルの コ，，ヱ ティーが成立する。 そこでは， 

誰もが，介入者とか ，古参者とか 新参者とかの 意識はもたない。 

もちろん，今回の 会合の枠覚のことでほあ るが，古くから (?) あ る「生化学的」分子発生学 

の方は，遺伝子操作法の 駆使によって 再び新しい画期的な 発展期を迎えつつあ る ( 近着の Deve. 

Iopmental Bjlojy, 69 に Dawid と Wahli による 奔 れたレビューがあ る )0 かくしで，発生研究 

は ，生物科学の 中核的な関心をますますかき 立て つ っあ るといえる。 

岡田節人 ( 東大・ 理 ) 記 

  

8. 新 刊 紹 介 

Donald  A. 三 de  (M.S,, Ph,D.; Glasgow  大学卒教授 )  著 

「 An  lntroduction  to  Developmental Biology 」 (1978) 

出版元 ; Blackie  &  Son  社 ( 田 shopbriggs, Glasgow  G  64  2NZ  450  Edgware  Road, 

London@ W@12@ 1@EG) 

木 会の岡田節人会長ょ り ， 「上記の本の 書評をやってもらえないか」との 依頼があ ったので， 

やむを得ず引き 受けたが， " 評 " をするところまではとてものかず ，したがって ，新刊紹介とい 

ぅ ことでよろしくお 願いしたい。 

本書は，雑誌「 J. Embryol. exp. Morph. l の編集委員であ った著者が，著者の 大学の上級学 

部 学生のための ，一連の選択課目の 専門的解説書のひとつとして 書かれた発生生物学入門書であ 

る 。 しかし，これは 発生生物学に 限らず，その 他の生物学の 分野の学生および 研究者にとっても 

充分有益な解説書として 推薦できる立派なものと 思える 0 読者 サ支 あ まり予備知識をもたずとも 自 

然 に中味がわかる よう に易しく書かれているし ，もしょり詳細を 知りたいならば 巻末には 章 ごと 

に参考書があ げてあ るのでそれをひもと げ ばよい。 

テキストには 主なグループの 脊椎動物および 無脊椎動物の 形態形成の木質的な 特徴が明らかに 

されている。 主として発生の 基本的な機構の 解明に役立った 実験的研究を 選んで配列し ，それを 
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・ ・ ・ 

解説することに 力が注がれている。 最近のはやりの 発生生物学の 多くの教科書とほ 異なり，これ 

らの記載は必ずしも 分子レベルで は ない 0 その意味でいえば ，むしろ少し 前のオーソドックスな 

発生学のテキストと 同じようなものと 看敬 されるかも知れない。 しかし，分子的な 記載や図解が 

ほとんどなされていないにも 拘らず，全体が 実に新しいのであ る。 つまり，分子的な 理解の上に 

立って，形態形成を 改ためて見直すとき ，この ょ うな世界が見えるのであ る，ということが 表現 

されているよ う に思われる。 かくして，見かけ ろ ところでは，記載は 主として細胞あ るいはそれ 

以上のレベルであ る 0 その場合細胞を 個として捉えるのではなく ，全体としての 調節に組み込ま 

れた個々の細胞という 風に扱ってあ る。 そして，究極的にはいつも patterm formation の問題 

へと目が向げられている。 その意味では ，最近刊行された「発生現象の 細胞社会学」 ( 栄谷 篤弘 

著 7 0  「紋様形成の 理論」に対比して ， 「紋様形成の 実際」とでも 表現でぎそうに 思われる。 ま 

た ，この本の他の 特徴としては ，遺伝的調節の 重要性を強調するために ，材料としての 哺乳類 

( マウス ) と昆虫 ( シ， ウジ， ウバェ ) に対し多くの 注意が払われている。 そこでは発生生物学 

と 遺伝学の融合が 指向されている。 

この本の著者の 斬新な問題の 捉え方は，その 挿絵のユニーク さ によく表われていると 思け 。 そ 

れらは，原図の 正確な コピ 一ではなく，すべて 手描きで印象的に ，あ たかも黒板にさらさらと 板 

書されたごとくに ，スケッチされたものであ る。 その自由なタッチの 故に，そこでは 自由な立場 

で 強調すべき点が 明確に双面に 押し出されている。 多くの図版のうち 日本のコソトリビ ，一シ 。 

ソ としては Okada, Itoh, Watanabe & Eguchi の原図と Hotta & Benzer の原図が採用され 

ている。 

最後に 17 章にわたる本書の 各章の見出しを 掲げて，この 本の紹介を終りたい。 

l.  LeveIs  of  complexity  in  development. 

2.  Formation  of  gamet ㏄ and  ㎞ itiation  of  deveIopment. 

3. Beginnings of development ， 

4.@ Interactions@ in@ early@ development   

5.@ Cellular@ activity@ in@ the@ embryo@ and@ in@ vitro   

6. Morphogenetic movements in early embryogenesis ． 

7.@ Neurulation@ and@ the@ development@ of@ the@ embryonic@ axis@ in@ vertebrates   

8.@ Determination@ and@ differentiation   

9.@ Inductive@ interactions   

10. Development of the skin and its appendages ， 

11.@ Morphogenesis@ of@ a@ complex@ organ:@ The@ vertebrate@ limb   

12.@ Form@ and@ pattern   

13. Genes and development ． 

14.@ Hormonal@ control@ of@ developmental@ process   

15.@ Insect@ development   
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16. Mammalian development ， 

17.@ Developmental@ neurobiology   

9.  会 員 

く 新人会員 ノ 

北 村 昭 夫 東北大学， 理 ，生物 

橋 本 光一郎 筑波大，下田臨海実験 セ ソタ 一 

保 田 友 義 国立予防衛生研，技術部 

木 山 源一郎 癌研究所，ウイルス 腫瘍部 

細 田 水 子 都立アイソト 一 プ 総合研，障 

害，道信 

井 尻 憲 一 東大， 理 ，動物 

楠 慎一郎 早稲田大，教育，生物 

  鈴 木 明 明菜中央研，生物一室 

灰 野 和 都立大， 理 ，生物 

富士 野 行 男 早稲田大，教育，生物 

野 口 基 子 静岡大， 理 ，生物 

塩川光一郎 ( 九人・ 理 ・ 生 ) 記 

異 動 

①単細胞生物の 受精 

②ゾウ リ ムシ 

① 放卵 機構，有性生殖 

② Po ゆ囲 drro ㏄ ゆ傍灼ね姥姥 Ms ね 

①胸腺の発生，胸腺細胞の 分化 

② Thymus, Embryonic thymocytes 

① 真核 細胞生物の分子遺伝学 ( マウスグロビ 

ソ鎖 遺伝子の発現変換機構 ) 

②マウス， Yolk sac ceIl, Spleen cell, Bone 

marrow cell. 

①細胞分裂と 核分裂の制御 

②真性粘菌 P 倣 ㏄ 窩佛タ 0 秒 ce タん a7M 移 

①生殖細胞，放射線生物学 

②ツメガエル ，メダカ 

①ポリア， ソ 0 代謝機構 

ク の 作用機序 

細胞興奮と細胞周期 

②ウ ニ卵 

①受精後の ェ ネルギ一代謝 

脂質と発生との 関連性 

細胞興奮に関する effector 

②ウニ，ヒトデ ， ゴカイ ，ュムシ 

①卵膜ライシ ソ 

②主として海産巻貝 

① CAMP@dependen も protein kinase と細胞 

分化 

②ウ臣 

①高等動物の 発生とテラト - ％ 形成 

②マウス，ニワトリ 
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吉 見 孝 太 早稲田大，教育，生物 

中 居 純 子 大阪大， 医 ，遺伝 

吉 田 元 信 名古屋大， 理 ，生物 

児 玉 隆 、 治 名古屋大， 理 ，分子生物 

岡 林 

井 上 

濱 口 

刀 祢 

高 野 

吉 田 

沢 田 

経 塚 

佐々木 

田 坂 

謙 名古屋大， 理 ，生物 

宏 子 横浜市立大， 医 ，第一生理 

哲 東大， 理 ，動物 

重 信 三菱化成生命 研 ，発生生物 

純 名古屋大， 理 ，生物 

治 己 愛媛大， 医 ，第一病理 

知 夫 東北大， 理 ，生物 

啓一郎 東北大， 理 ，臨海美 

一 名古屋大， 理 ，生物 

葺 土 宗太， 理 ， 植 

両         武 大阪大，微生物病所 

  

  

①ウニ 胚 植物極化と高分子物質合成 

②ウニ ( ムラサキウニ ，バフ ソ 9 カ 

①初期発生の 遺伝的制御 

② キ イロショウジ ， ウ バヱ 

①受精現象の 解析 

②ウ ニ (Sea urchin) 

①細胞分化，細胞レベルの 形態形成 

② Chick embryo 

①ウニ胚のエネルギ 一代謝 

② バ フンウニ，ムラサキ ウュ 

①受精 とヱ ネルギ一代謝 

②ウニ，ヒトデ 

①生殖細胞の 発生と分 ィヒ 

②メダカ 0 り之ぬ T Ⅰ はナゆ es 

① Cell cycle. Pattern formation 

②ニワトリ 胚 

①ヒドラ出芽機構の 解析 

② チクビ ヒドラ て ガタガ グ 4 脚 4 どれ 砂 wp4rr はナ の 

①乳癌発生についての 基礎的研究 

乳胞の morphogen ㏄ is 

筋 上皮細胞 

基底膜 

② Sp 「 aeu 巴 DawIey RATS 

①ホヤ卵の卵 質 分極の機構 

② ュウ レイボ ヤ ， Cio れ れル鹿 st レ ahis 

①卯の精子受容 

異 綱及び 異斤 日間の交雑 

②ウニ，ヒトデ ，二枚貝，ゴカイ 類 

①ウニのレクチ ソ 

②ノ ミフソ ウニ H ク 附加 ク移サグ 。 ナぴ S ヵ ぴ zC ルググ Ⅰ用 ひ s 

ムラサキウニ A 移 ナ功 oc 佃ノ尽 e Ⅰ 穣 ssis タ リれ 移 

① 多 細胞体における 形態形成と細胞分化 

② Dictyosteliu 勿 disco 材 eu 移 

① Germ cell の分化 

②マウス 
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